


瀬戸川・里の楽
校

～内容～

瀬戸川・里の楽校 ２００２ 概要

キャンプ日程

四日間の思い出

みんなのことば
・子ども
・リーダー達
・教務

プロジェクト実施報告
・「瀬戸川クリーン」
・「生ゴミはゴミじゃない！」
・「リバー・トレッキング」
・「ムササビ観察？」

アンケート結果報告
「里の楽校で子ども達はどのように変化したか」

職員室より
「農村は教育の優れたフィールド」

瀬戸川・里の楽校
・プログラム
・リーダー養成
・三つのねらい
・運営組織

今年度の活動報告・予定

あとがき

藤枝民話「狐の膏薬」



■目 的 ：中山間地において、河川とその流域の豊かな自然と文化（里の生活）に
たっぷりと子どもを浸し、たくさんの里の体験や人との交流を通して、逞しく
感性豊かな子どもの育成を目指す。

■活動内容 ： ○里の遊び
○川の自然と文化
○食農体験

■日 時 ：２００２年８月３日（土）から６日（火）まで（３泊４日）

■場 所 ：藤枝市瀬戸川中流域（藤枝市稲葉・瀬戸谷地区）

■対 象 ：小学校１年生～６年生

■参加者 ：５６人

■宿泊場所 ：藤枝市宮原櫻堤

■宿泊形態 ：テント泊

■スタッフ ：・本部スタッフ・・・・・・・・・・・・1０名（校長､教頭、教務、救護担当他）
･チームリーダー・・・・・・・・1６名
・プログラムリーダー・・・・・３０名（ジュニアリーダー５名）
・ボランティアスタッフ・・・・ ２０名

2002

夏休み子どもキャンプ概要







キ
ャ
ン
プ
が
終
わ
り
、
ひ
と
つ
の
作
文
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
サ
イ
コ
ー
い
っ
ぱ
い
の
里
の
楽
校
」

三
年
一
組

大
塚

賢
一

こ
の
夏
の
ぼ
く
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
里
の
楽
校
で
し
た
。

一
日
目
。

里
の
楽
校
の
集
合
場
所
に
行
っ
て
ぼ
く
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
外
国
の
子
も
い
た
か
ら
で
す
。
ぼ
く

は
少
し
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

山
田
先
生
（
里
の
楽
校
校
長
）
が
集
合
の
合
図
を
し
ま
し
た

。
先
生
の
話
を
聞
い
て
大
移
動
。
こ
れ
が
た
い
へ
ん
、
ず
ー
っ

と
歩
き
ま
し
た
。
途
中
で
た
ぬ
き
が
死
ん
で
い
ま
し
た
。
先
生

が
、「

こ
の
死
に
方
だ
と
、
た
ぶ
ん
交
通
事
故
だ
よ
。
き
ば
が
折

れ
て
い
る
か
ら
ね
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
た
ぬ
き
も
人
間
と
い
っ
し
ょ
に
く

ら
し
た
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
地
に
つ
い
て
か
ら
竹
食
器
を
作
り
ま
し
た
。
そ

の
竹
食
器
で
ご
は
ん
を
食
べ
た
ら
サ
イ
コ
ー
に
お
い
し
か
っ
た

で
す
。夜

は
む
さ
さ
び
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
明
る
い
光
が
む
さ

さ
び
は
き
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
く
ろ
ち
ゃ
ん
（
ス
タ
ッ
フ
）

が
言

い
ま
し
た
。

「
こ
の
神
社
に
は
む
か
し
は
た
く
さ
ん
の
む
さ
さ
び
が
い
た

ん
だ
け
ど
、
び
ょ
う
い
ん
や
工
場
が
で
き
て
明
る
い
光
が
出
て

ほ
と
ん
ど
に
げ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。
」

み
ん
な
が
あ
き
ら
め
か
け
た
そ
の
と
き
、
何
か
音
が
し
ま
し

た
。
上
か
ら
む
さ
さ
び
の
食
べ
た
葉
っ
ぱ
が
落
ち
て
き
ま
し
た

。
そ
れ
で
み
ん
な
が
さ
わ
ぎ
だ
し
た
の
で
に
げ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ざ
ん
ね
ん
で
し
た
。

二
日
目
。

大
き
な
木
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
え
だ
が
な
か
っ
た
の
で
、
か
っ

ち
ん
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ー
ダ
ー
）

が
竹
一
本
で
ふ
し
に
足
を
か
け
て
ま
ん

ま
と
の
ぼ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
か
っ
ち
ん
、
気
分
は
ー
！
？
」

ま
っ
す
い
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ー
ダ
ー
）

が
聞
き
ま
し
た
。

「
え
っ
？
ん
ー
、
な
ん
か
こ
う
や
っ
て
上
か
ら
み
ん
な
を
見
下
ろ

す
の
は
、
神
様
に
な
っ
た
気
分
。
」

そ
れ
を
聞
い
て
み
ん
な
わ
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
か
っ
ち
ん
は

ロ
ー
プ
を
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
っ
す
い
が

「
次
に
神
様
に
な
る
人
は
だ
れ
？
」

と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ぼ
く
た
ち
は
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
じ
ゅ
ん

ば
ん
に
神
様
に
な
り
ま
し
た
。
な
が
め
が
よ
か
っ
た
で
す
。
川
で

泳
い
で
夕
だ
ち
に
あ
い
ま
し
た
。
あ
げ
ん
だ
い
が
で
き
る
か
心
配

で
し
た
。

暗
く
な
っ
て
つ
い
に
あ
げ
ん
だ
い
で
す
。
玉
に
火
を
つ
け
た
と

き
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
火
が
思
っ
て
い
た
よ
り
大
き
く
て
こ

わ
か
っ
た
で
す
。
玉
が
な
か
な
か
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
つ
の

あ
げ
ん
だ
い
の
中
で
ぼ
く
た
ち
の
チ
ー
ム
が
一
番
お
そ
か
っ
た
で

す
。
あ
げ
ん
だ
い
か
ら
火
の
こ
が
落
ち
た
時
と
っ
て
も
き
れ
い
で

し
た
。
ぼ
く
は
も
っ
と
や
り
た
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
日
目
。

こ
の
日
は
一
日
中
リ
バ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
し
た
。
川
を
上
流

へ
、
上
流
へ
と
歩
き
ま
し
た
。
と
て
も
大
き
な
岩
の
上
に
の
ぼ
っ

た
り
、
が
け
を
の
ぼ
っ
た
り
深
い
と
こ
ろ
に
入
っ
た
り
し
ま
し
た

。
今
度
は
一
気
に
下
り
ま
し
た
。
川
は
ば
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た

。
そ
こ
で
泳
い
で
魚
を
と
り
ま
し
た
。
く
ろ
ち
ゃ
ん
が

「
う
な
ぎ
と
っ
た
ら
、
焼
肉
お
ご
っ
て
や
る
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
水
が
と
て
も
冷
た
か
っ
た
で
す
。



秋の瀬戸川フォーラムでこの作文を読む 大塚賢一君

帰
っ
て
か
ら
お
ふ
ろ
に
入
り
ま
し
た
。
熱
い
ご
え
も
ん
ぶ
ろ
に
入
っ
た

後
、
す
ぐ
に
川
ぶ
ろ
に
に
入
っ
て
も
ま
だ
体
か
ら
ゆ
げ
が
で
て
い
る
の

で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
は
じ
め
て
ご
え
も
ん
ぶ
ろ
に
入
っ
た
時
、

板
か
ら
落
ち
て
沸
か
し
て
い
る
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ご
え
も

ん
ぶ
ろ
の
そ
こ
は
と
て
も
熱
か
っ
た
で
す
。

最
終
日
。

最
終
日
。
と
こ
ろ
が
ぼ
く
は
出
が
け
に
頭
が
く
ら
く
ら
し
て
き
て
気

持
ち
わ
る
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
里
会
館
の
二
階
で
寝
て
い
た
ら

、
そ
の
う
ち
む
か
え
の
車
が
来
て
ア
ッ
キ
ー(

ス
タ
ッ
フ)

が

「
里
工
房
へ
行
こ
う
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
だ
ま
っ
て
車
に
乗
り
ま
し
た
。
お
兄
さ
ん
は

車
の
中
で
い
ろ
い
ろ
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
少
し
元
気
に
な
り

ま
し
た
。

里
工
房
で
は
み
ん
な
が
う
ど
ん
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
昼
ご
は
ん
は

、
自
分
た
ち
の
手
作
り
の
う
ど
ん
と
ジ
ュ
ー
ス
を
食
べ
ま
し
た
。
元
気

に
な
っ
て
食
べ
た
う
ど
ん
は
よ
そ
う
以
上
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

最
後
に
ぼ
く
た
ち
は
感
想
を
は
ん
ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は

「
さ
、
サ
イ
コ
ー
い
っ
ぱ
い
の
あ
げ
ん
だ
い
。
」

そ
の
後
、
ぼ
く
の
は
ん
の
友
だ
ち
が
、

「
と
、
友
だ
ち
た
く
さ
ん
作
っ
た
よ
。
」

「
の
、
の
ん
び
り
歩
い
た
、
リ
バ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
」

「
が
、
が
ん
ば
っ
て
作
っ
た
竹
食
器
。
」

「
つ
、
つ
い
に
の
ぼ
っ
た
大
き
な
木
。
」

「
こ
、
こ
ん
も
り
し
げ
っ
た
山
の
中
。
」

「
う
、
う
ん
と
こ
ね
た
手
作
り
う
ど
ん
。
」

ぼ
く
た
ち
は
里
の
楽
校
と
言
う
言
葉
に
な
る
よ
う
に
み
ん
な
で
考
え
ま

し
た
。
本
当
に
サ
イ
コ
ー
い
っ
ぱ
い
の
里
の
楽
校
で
し
た
。





プロジェクト「リバートレッキング」

～お不動様の渓流をのぼれ！～
企画・報告：小田稔彦

山間を流れる荒々しい川の流れに挑戦だ。

仲間同士助け合って、けが人やおぼれる者を出すな。

君の頑張りや優しさをお不動様が見ているぞ！

リバートレッキングとは

「一般に中上流部の川は頻繁に曲がりくねっており、その度に変わる風景を楽しみながら上流に向

かって上っていく。主に川岸の歩きやすいところをたどっていくが、流れを横断したり、流れの中を逆に

逆らいながら上流に向かって歩いたり､大きな石を越え、滝のような流れの段差を越えたり、低い堰堤を

登ったり、本能に近いわくわくした運動ができる。それに、清清しい流れの感触と､美しい風景が言い得

ぬ感動となって身体の奥から湧き出してくる。このようなリバートレッキングは、稀に見る五体と五感をあ

ますことなく使う運動であり、また、川の自然環境を利用したネイチャートレッキングである。」
＊チームリバートレッキング提案書（日本環境倶楽部）より

３つのルール

トレイス・・・・・移動中は、安全上や川へのインパクトを考慮して１列（トレイスポジション）になって進む

が、この時、先頭のリーダーが選んだ安全なコースを一歩も間違えずに歩いていくこと。

グリップ・・・・・前の人に手を差し伸べられたら、これを拒まず、手を貸してもらい互いに助け合って安

全に進む事。２人の手がお互いの手首をしっかりつかみ合うように手をつなぐ。

ブレイク・・・・移動中とは反対に、隊列を解いて、休憩したり、自由に遊べる時間を設けること。リー

ダーが川の様子を見て判断して、ブレイクの範囲や時間を明確に宣言する！

プログラムリーダーの事前準備が

このアクティビティーの生命線だ！

１ コース下見

（参加者に対応したルートの確認、伴走班は道路上を並走）

２ トレッキング区間の最終決定（天気予報と水量によって）

現地の状況、制限、自然の状態

３ 携帯電話連絡網の確認、記録、通信可能範囲の確認

４ 参加者の安全確保

危険箇所の確認、エスケープ地点の確認（地名・橋名・目印）

５ 装備の確認 （バスタオル、暖かい飲み物、ライフジャケット等）

６ 救急病院までのルートの確認（毒血清等の確認）

７ 伴走及び廻送の確認

８ 薬の配置確認

９ 天候による日程変更打ち合わせ



瀬戸川・里の楽校方式 川にやさしいキャンプ

1、残さずきれいに食べよう (胃袋が最も優れた浄化装置だ)

2、食器は洗う前に汚れを紙でふき取る (節水のためと汚れ水を減らすために)

3、残飯は残飯入れに、そして生ゴミ処理機へ！（納豆菌に食べてもらおう）

4、洗い桶に水を取って洗う (流し水は使わない、少しのため水で洗う)

5、化学洗剤は使わない(砂、泥・粘土、灰を利用する)

6、汚れ水は浄化装置へ(ろ剤は杉皮、炭、シュロ、砂れき、ぼろ布)

そして 排水は大地へしみこませ(大地は最大の浄化装置だ)

7、出てしまったごみは資源として活かすために種類分け（分別）

プロジェクト 「瀬戸川クリーン」

～川と地域を汚さないための約束！ ～

大変だけど、シュロ皮も集めてほぐしたぞ！

黒い水がどうなるのかなぁ？

帰る前にはキャンプした場所をきれいにして帰る

もちろんゴミも拾うよ☆



報告：三浦 慎也

生ゴミは命のかけらだ。それはちょっと前まで生き物だった。

僕らが食べたものはやがて命の一部分になる。

僕らの一部分になれなかったものは大地に返してやろう！

そのための近道が生ゴミ処理機だ。

なぜ生ゴミの堆肥化か？

今年の「里の楽校」の新たな取り組み、生ゴミの堆肥化。川や里に対し負荷のかからないキャンプとして、
私たちの出来ることは、出す生ゴミを自然の中へ戻す方法として生ゴミの堆肥化に挑戦しました。「たく
さんの生物の命をいただいて、自分達は生きるんだ！」ということを感じることがこのキャンプの大き
なテーマでした。生ゴミを堆肥化することによって、そこから命を再生することが出来る。そしてまた、堆肥
で成育した植物は、私たち動物を形作る栄養となる。こういった命の循環に対する気づきの場として、生
ゴミ処理のプロジェクトを全日程に取り入れました。

堆肥化装置の作り方

今回私たちの使用した装置は、納豆菌を利用した堆肥
化装置です。島田市に住む鈴木武男さんが考案した方法
で、米ぬか生ゴミ発酵法を改良したというものを使いまし
た。
用意する物は、発泡スチロール１箱・米ぬか１０ｋｇ・お湯
３ℓ・消石灰５０ｇ・もみ殻１ℓ・納豆１パック・新聞紙１枚・布１
枚（スチロール箱の口を覆うもの）という身近な物だけで、
簡単に作ることが出来ます。これを順に良く混ぜることで
完成します。価格も、タダで手に入る物が多いため、５００
円程あれば出来ます。電動機械式のゴミ処理機（６万円
程度）と比べると、とても手軽です。もちろん電気代はかか
らず、野外活動である里の楽校にとって最適なものと考え
ました。

里の楽校での使用状態

今回のキャンプのために、６つの納豆菌生ゴミ処理機を
作りました。結果は、４日間のキャンプでは玉ネギの皮な
ど分解に時間のかかる物は分解せずに残ってしまいまし
た。また分解能力を超えてしまった処理機もあり、きれい
に分解したというところまではいきませんでした。しかし、
初日に入れた残飯は見事に分解されていたと思います。

残飯が「跡形」もなく消えています。

キャンプ後の実験では、野菜クズであれば、栗の皮のように硬いものを除きほぼ分解できることがわ
かりました。また、１日に600ｇ程度であれば問題なく処理することが出来ました。この装置の許容できるゴ
ミの量は1ｋｇ弱ぐらいだと思います。

プロジェクト「生ゴミはゴミじゃない！」

～生ゴミ処理機で大地に戻せ～



生ゴミ処理機の利点と難点

堆肥化の利点を表すキーワードは「命・自然・金」です。一つ目の｢命｣は、命の循環を表し
ます。生ゴミは、人にとって見れば、価値が無いものですが、微生物にとっては大切な食料です。微生
物は生ゴミを分解することによって繁殖します。微生物が分解したものは、今度は堆肥となり野菜や
草木を育てる養分となります。野菜は、私たちに食べられて人の体を形作る栄養となります。生ゴミの
パワーは命から別の命へとバトンタッチされていきます。もし、燃えるゴミの日にゴミとして出してしまえ
ば、ただの灰にしかなりませんが、こうしてできた堆肥で野菜などを作れば安心して食べることが出来
ます。

2つ目の「自然」は、自然破壊の抑制を表します。生ゴミは、栄養価が高いため、自然の中に大量に
排出されると川をドブ川にするなど汚いものとして扱われます。また、生ゴミは、自然を汚す結果となっ
てしまうだけでなく、ゴミの焼却過程においては、炉内の温度を下げてダイオキシン形成の原因になり
ます。ごみ焼却場や最終処分場の建設だけでも、自然を破壊することにつながります。野菜クズなど
のゴミの量を減らすことで、これらの事態を軽減することが出来ます。

3つ目の「金」は、節約を表します。手作りの堆肥化装置は、機械式のものと比べて安く材料がそろう
ため、手頃につくることが出来ます。またゴミの減量によってゴミ処理費の減少も期待でき、結局は私
たちのお金の負担が減ります。
最大の難点は、匂い、悪臭です。発酵がうまくいっている状態では腐敗臭はしませんが、納豆の臭
いがあります。1ヶ月ほどすると臭いはかなり無くなっていきますが、その間ゴミの投入量を抑えるなど
して、臭いを調整する必要があります。また、虫の発生の心配もしなければなりません。これは、しっ
かり布をかけることで防ぐことが出来ます。また、処理機内の温度を50度以上に保っていれば虫が大

量に発生することはありません。他にも、納豆を使った堆肥化方法以外にも多くの方法があるので、そ
の場所にあったものを選ぶことにより問題はある程度改善されると思います。

まとめ

微生物の力によって生ゴミを減らすことが
でき、堆肥として野菜作りに役立つことを知
りました。このことは生命がめぐっていること
に気づく感動的な事実です。また、生ゴミの
量を減らすことは、自分たちの生活環境や
自然環境を守ることにつながっていきます。
ところで、私たちの大好きなフィールドであ
る地域に融解型のゴミ処理の巨大プラントを
建設する計画が持ち上がっているそうです。
ゴミによって気持ちの良い人里の風景がなく
なってしまうのは残念なことです。私たちの
生活環境や自然環境を守るためにも家庭で
の生ゴミ処理・堆肥化についてチャレンジし
てみてはいかがでしょうか。

子供達の反応は生ゴミが土に返ることや「ゴミを減らし、キャンプ地を汚さない」と
いう気持ちは理解した子が多かったと思います。しかし納豆菌を使っているだけあ
り、納豆特有の匂いのする中に手を入れてかき混ぜるまでの子供はいませんでし
た。日程が込み合ってしまい、初日に行うはずであった生ゴミ処理機について子供
たちがじっくり触れる機会が、最終日にずれ込んでしまったことで、意識づけが充分
出来なかったのは反省点です。



報告：山崎 信寿

里山に息づく野生との出会いのために

キャンプ初日の晩に子ども達をムササビ観察に連れ出し、感動させたいという想いで、学生リーダー
達はプロジェクトを組みました。 そして2002年７月13日・20日の２回、ムササビの出現の時間と場所を記
録しベストな観察ポジションと時間帯を導き出すために、キャンプ地から近い宮原神社においての事前調
査を実行しました。

プロジェクト ムササビ調査
～ほんとうにいるのか！天狗一族？

～

一安心･･･
この調査でムササビが最低でも2匹いる
ことが明らかな事実となりました。ムササビ
の目撃記録は一定区域に集中しており、
行動範囲も絞りだせました。この二回の調
査で、いずれも最後のセミが泣き止んだ頃
（日没間際）にムササビは現れ、その約３０
分後に神社から移動してしまうことがわか
りました。当初予想していた樹洞のあるモミ
の大木には巣はないことがわかりました。

調査開始！！そして

７月13日夕方の観察、リーダー達は10数人現地に集合し
、明るいうちに、境内と樹木（胸高直径を記入）の位置を記し
た地図を作成、定点観察のポイントを決め、ムササビが出そ
うなところ洗い出す作業を行いました。そして夜九時まで調
査地点を設定し観察を行いました。その結果、滑空する姿
が４箇所で確認されました。しかし、黒いかたまりが飛んだと
いうだけなので、ムササビと断言はできませんでした。「ギャ
ッ」という鳴き声は40分間聞こえました。二匹見たという証言
がありましたが、巣穴まではわかりませんでした。

しかし20日の観察では、リーダーの努力と願いが届
いたのか、二匹のムササビが境内の林に二匹同
時に樹上を移動する姿が見られました！この辺に
巣穴があったのです。その後境内入り口付近や南側の大
木でも確認。もう一匹は樹洞のある大木で動き回る姿が見
られました。

調査項目
①ムササビの出現時刻と位置
②ムササビの飛翔時刻と飛翔開始位置と着地位置
③ムササビの声のした方向・匹数

子ども達がムササビの飛翔を目
の当たりに出来るために、山の
中のどこでいつ陣取ればいいの
か！？

「天狗伝説のもとになったのでは？」
と校長の言う里山の住人ムササビをどうしても見せたい。
・・・実は自分達がまず見たい。その想いでリーダー達は
結集したのです。



はじめに･･･

「瀬戸川・里の楽校」で、私達は学生リーダーとして心に残る様々な経験をしました。そして
環境教育の大切さについて考えさせられました。この里の楽校に参加して強く印象に残るのは、
子どもの表情の良さです。私達は自然の中で生き生きと活動する子どもたちの姿を見るたびに、
自然体験活動の与える影響の大きさを感じていました。そこでこの瀬戸川・里の楽校が子ども
達にどのような変化を与えているのか疑問を感じて、アンケート調査をしました。

アンケート対象

１ 自然体験キャンプ「里の楽校」参加者と保護者の経験前と経験後･･･計68名

２ 公立小学校二校の児童とその保護者･････････････････････････････計426
名

生涯学習審議会が「子どもの体験活動等に関するアンケート調査」（平成10年）を約１万１千人対象
に行ったところ、自然体験をしていることと、「道徳観・正義感」が身についていることに、高い相関関
係があることが明らかになったことを、まず参考として紹介します。

里の楽校での経験って何だろう？

さて、一般のキャンプといえば、山や海などの野外に出かけて、料理、自然観察、や、スキー、カヌー、
などのアウトドアスポーツのイメージが強いと思います。しかしこの「瀬戸川・里の楽校」はそれとは全く
違う形の、地域密着型のキャンプといえます。夏のキャンプには56人の子どもが参加しました。子ども
達は里山や川の豊かな自然と文化を主体的に体験するだけでなく、異年齢集団のグループを形成し
て、テントで集団宿泊し、地元のボランティア（百姓・里人）と交流するといった多様な人間関係を体験
していきます。この経験では、子ども達が単に自然への理解や興味を深めるだけでなく、保護者と離
れて人とふれあうことで、人間関係や生活習慣等を身につけられるのではないかと考えます。

そして、今回のアンケート調査によって「瀬戸川・里の楽校」を経験して変化したことがわかりました。

～自然体験が豊富な子どもほど、道徳観・正義感が充実～

ご協力いただいたアンケート結果報告！

「里の楽校で子ども達はどのように変化したか」

報告 ：羽田 愛、日向 崇紹

＊生涯学習審議会 「子どもの体験活動等に関するアンケート調査」 平成10年



子供たちは食べ物を自分が生きていくために、 「命を頂いて
いるもの」としてとらえ､いただいた命を大切にしたいと考え、食
べ物を残さない子どもが多くなりました。また、排泄物は単に汚
いものではなく、土に戻っていくものと理解して､生ゴミやウンコ
への見方が変わるなどの変化も見られました。これは命のつな
がりや大切さを感じた結果なのではないでしょうか。
また、キャンプ後行われた瀬戸川フォーラムでの交流会で、保
護者の方々に「里の楽校に参加して得られたもの」というテーマ
で聞き取り調査を行うことができました。そこで多く聞かれたの
は「夏休みの間はキャンプでどんなことをやったか話して、
食事を残さないように子ども自身気をつけていた。しかし
一ヶ月過ぎになると、すっかり忘れてしまったようで残す
ようになった。」という意見でした。この声からは、里の楽校
の活動を特別な「イベント」ではなく、日常的・継続的にある活動
に発展・定着していく必要性を感じました。

アンケート結果のまとめ！

アンケートでわかった様々なデータを比較しました。全体としては自然体験活動の効果について
私たちが予想した程には劇的な変化を見出すことは出来ませんでした。しかし、このキャンプで自

然体験活動をした子ども達の興味や実態がいくつかの項目で変化していることが分かりました。
代表的なものをひとつ挙げますと「食への気づき」の点です。２００２年の夏のキャンプでは行われ
なかったのですが、それまで毎年のキャンプで子ども達は目の前で鶏を絞めてその日の夕飯のお
かずとして食べる「鳥絞め」というアクティビティーを経験をしていました。

0% 50% 100%

参加後

参加前
１．残さない

２．残さないほうだ

３．どちらでもない

４．残すほうだ

５．残す

～食べ物を残さず食べるか～

設問のねらい

１ 里の楽校参加前と参加後の変容
２ その学年による傾向
３ その男女の性による差

今回のアンケート調査で、子ども達が里の楽校に参加すると明らかに食への気づきや自然への興味を
深めたなど､期待した結果が得らたことをここに報告します。
アンケートにご協力いただいた子ども達、保護者の皆様、本当にありがとうございました。





「農村は教育の
優れたフィールド」

瀬戸川・里の楽校

校長 山田辰美



里の遊び

里・山・川を相手に過酷な試練に挑もうとし
ている幼き遊者(勇者)達よ。
体力、知力、想像力の限りをつくして、この
挑戦を受けてみよ。
仲間との協力がなければ決して乗り越えら
れないぞ！友だちさえいれば道草も楽しい。
里は遊びや発見の宝庫だ。
この夏、最高の仲間と一緒に山を川を思
いっきり駆け回ろう！

食農体験

里には、水と大地と太陽の恵みを上手に利用して、命を
つくりだす誇りある人々がいる。稲、お茶、ミカン・・・。そう、
百姓だ！
天気をよみ、土と水の力を見きわめ、様々な道具を自在
に操る。
僕らだって、青々とした竹から炭を作ることや、そば粉か
ら、おいしいおそばを打つこともできる。
自然や季節とともに生きる百姓に学ぼう。
そして、命のつながりを発見しよう。

川の自然と文化

東海道五十三次の宿場町として栄えた藤枝市を流
れる瀬戸川の流域には、豊かな自然と文化がいき
づいている。川で遊んだり、探検するだけでなく、瀬
戸川に伝わる伝説を探り、荒ぶる川をしずめる地蔵
の声に耳をかたむけよう。川渡りやお盆の迎え火の
儀式「あげんだい」も勇気をもって体験しよう。
そしたら、もっとたくさん川の面白さや大切さに気づ
くことだろう。



里の楽校では、リーダー取得には２０単位以上が必要です

１．リーダー養成講座：4単位以上 （養成合宿1回で２～４単位）
（安全管理講座、ネイチャーゲーム、野遊び講座、自然の理解など）

２．里の楽校キャンプ：4単位 （8月初旬に行う4日間のキャンプ）
３．ボランティア活動：4単位

（瀬戸川フォーラム、空耳子ども会プレイリーダー、大井川流域ネットワークのボランティア、
カワバタモロコを保護する会ボランティア、瀬戸川流域マップ作りなどの流域活動など各1～2単位）

以上20単位以上終了した方に所定の手続きをしていただき、「里の楽校リーダー資格」を認定いたします。

『里の学校』では、年４～５回のリーダー養成の合宿があります。里の楽校に参加する子ど
も達にピッタリ寄り添って面倒を見る若者達を育成することに、多くの時間と努力を費やして
きました。その成果は、子ども達が示すリーダーへの親しみや信頼の様子が物語っていると
思います。また、眉を上げた子ども達の表情だけでなく、学生達の感動している様子からも、
リーダー養成をやり続けて良かったと思います。大学生を主とするリーダーである学生達の
振り返りの文からも、彼らの成長ぶりが伺え嬉しく、その意義を再確認しています。
里の楽校実行委員会（来年度はＮＰＯ法人になる予定）では、里の楽校リーダーの他に、ネ
イチャーゲーム指導者、自然体験活動リーダー（ＣＯＮＥ）、川の自然体験活動リーダー（ＲＡ
Ｃ）の３つの公認資格（ライセンス）が取得できるようにしています。
今回は中学生で里の楽校の経験者である5名が試験的な意味も含め、「ジュニアリーダー」
として参加しました。養成合宿から、大学生や大人に混じって、懸命に頑張ってくれました。本
人達の評価、周囲の評価も大変良好でした。



■ 瀬戸川フォーラム

静岡県の中部を流れる瀬戸川を中心

として、一般市民・企業・行政・学術関

係の協力を基に川の自然、川の歴史

や生活文化などを調査・研究しながら、

川のあるべき姿と流域住民の川の活用

を提案しているNGOです。

■ 「そらみみ」子ども会

日頃から藤枝市を中心に、自然の中

で五感をフルに使った活動や農業体験

などのイベントや遊びを毎月開催して

います。地元の高校生や大学生が主体

となり、子ども達の自由な発想の遊び

をサポートしています。

■ がんまめﾌｧﾐﾘｰ倶楽部

環境保全型農業（お茶、みかん、レタ

ス、竹炭）と共に、「これはおもしろい

農」と思える仕事や遊びを創造するグ

ループです。様々な味体験イベントを

開催し、参加ﾌｧﾐﾘｰとのコミュニケー

ションを大切にしています。

杵塚農園(社)聖稜リハビリテーション病院

中田産業㈱

大鐘測量設計㈱㈱エクノスワタナベ

稲葉青年団OB会

大井川流域ネットワーク

技術で創る自然とのベストバランス

誇り高き有機栽培農家

大井川流域の豊かな自然と文化を子ども達へ！丈夫で安全なロープ・網！

運営組織

自然豊かな宮原の地で安らぎとくつろぎを提供する

自然と共生する街づくり

瀬戸川・里の楽校は、畑や農作物を提供する
農家、リーダーとなる学生、炊事をしてくれる
ご父兄、労力や資材提供いただく各種団体など、
瀬戸川と子どもを愛する多くの人々の参加と協
力によって成り立っています。

校 長 ： 山田 辰美（富士常葉大学、瀬戸川フォーラム代表）

教 頭 ： 橋本 純（藤枝北高校、空耳子ども会主催者）

教 務 主 任 ： 大塚 克明（がんまめファミリー倶楽部）

(プログラム担当) 小田稔彦（大鐘測量設計、大井川流域ネットワーク）

先生(リーダー)： 里の楽校 「リーダー養成講座」で学んだ学生達

（チームリーダー、プログラムリーダー、ジュニアリーダー）

給食・用務 ： 横山勝太郎 青島雅之（割烹青島） 他ボランティアスタッフ

実 習 農 場 ： 杵塚 敏明（杵塚農園） 飯塚武司（がんまめファミリー倶楽部）

事 務 室 ： 黒瀬 和成（大鐘測量設計、大井川流域ネットワーク）

伊藤明彦（エクノスワタナベ） 日向崇紹 、 村松 まゆみ（富士常葉大学）

太田絵里（常葉短期大学卒） 羽田愛（静岡大学）

保 健 室 ： 聖稜リハビリテーション病院

職

員

室

志太泉酒造

（株）山田油店

燃料のことはお任せ

瀬戸川の水がおいしさの源

国土交通省静岡河川工事事務所

静岡県島田土木事務所

藤枝市農民組合

安全な作物を考える農業のプロ集団



は、みんなを元気にしま
す

環境保全、自然体験活動教育、農業と食料問題などに興味

のある青少年が、活動に関わるきっかけの場を提供します。

環境教育の具体的な手法や子どもの指導法などの習得を目的

として、冬季、春季の里の楽校リーダ―養成講座の他に、通

年のトレーニングプログラムを展開しています。夏休み子ど

もキャンプでは、子どもと寝食を共にするチームリーダーや

プログラムの運営をするプログラムリーダーとして、自己実

現の場を提供します。

地域づくり・環境保全のネットワーク化

感性豊かな子どもの育成
瀬戸川の清らかな流れが育んだ豊かな自然と文化が残る

この地域には、誇りを持って農業を営む人や、この川と里

の環境を大切にしている人が住んでいます。その人達がこ

の自然環境に恵まれた地域に子ども達を集め、子どもと地

域のために環境教育の場を開設することにしたのです。

たっぷりとある時間と空間の中で様々な里の体験を重ね、

仲間や自然との繋がりや関わりを確かめ合う機会を与えた

いと思います。

私達は、①懐かしい里の遊び②収穫やそば打ちなどの食農

体験③川の自然や文化との触れ合いを通じて、逞しく、思

いやりがあり、感性豊かな子どもの育成を目指します。

瀬戸川里の楽校は、静岡県中部を中心に地域活動や環境

活動をしている団体の連合体として構成されています。そ

こに静岡県内の学生を中心とした若い力を入れて、瀬戸川

流域の様々な地域活動の活性化をはかり、里地の環境保全

に関わる活動を展開します。そのために、学生などの活力

を導入するだけでなく、地元で活動される中心的なメン

バーに加えて、広く市民ボランティアや協賛者の参加を募

り、幅広いネットワークを構築したいと考えています。

青少年の環境教育リーダーの養成



２
０
０
２

3/29～31 第7回リーダー養成講座・2002年春の陣 親子キャンプ

6/15～16 オリエンテーリングキャンプ 学生対象

6/29～30 第8回リーダー養成講座 危機管理の徹底化

7/14 事前説明会（体験入学）

8/3～6 第4回瀬戸川・里の楽校 ジュニアリーダー制、生ゴミ処理機

11/24 里の楽校交流会in瀬戸川フォーラム・秋の陣

12/20～21 第9回リーダー養成講座＆里の楽校・冬の陣

２
０
０
３

活動予定

3月下旬 第10回リーダー養成講座＆里の楽校・春の陣 親子キャンプ

6月下旬 第11回リーダー養成講座 NPO法人化（5月頃）

7月中旬 事前説明会

8月上旬 第5回瀬戸川・里の楽校 岐阜県「多治見キッズ」対象

8月中旬 一般対象

～ あとがき ～

瀬戸川・里の楽校は本当に面白い。 しかし、楽しむためには大変な労力がいる。

ひとつの絵を描いてるようだ。 しかし、大抵は多くの反省を伴い、次回の課題を発見させられる。

子ども達は、里という劇場を体感しているだろうか。

少なくとも、かけがえのない思い出として、何かを持ち帰っているだろう。

いろいろな人が瀬戸川・里の楽校には来ている。参加者の、毎年来る子、誘われて来る子、一人き
りで来る子。様々な子ども達、そして参加した子ども達の保護者の方々。学生リーダーも、なんとなく
来る人、毎年来る人、想いがあって来る人。また自分の仕事を抱えながらも里の楽校に想いを託して
協力してくださる方々。是非、いつかまた里に行って、一緒に楽しみたい。

夏キャンプ振り返り文書の依頼が遅かったことや、名簿管理が徹底されなかったためキャンプお誘
いの通知が送られなかったこと等、まだまだ事務側に不十分な点も多いながらも、この里の楽校に期
待をされている様々な方々の声を耳にすると、里の楽校の凄さを身にしみて感じ、この編集作業の原
動力となりました。
最後に、お待ちいただいた保護者の皆様、非常に出版が遅くなり大変ご迷惑をおかけしまして本当
に申し訳ありませんでした。また、この報告書に協力してくれたリーダーの皆さん、写真提供してくだ
さった石井さん、がんまめファミリー倶楽部の大塚さん、教務の小田さん、そして校長の山田先生、あ
りがとうございました。

文責 日向 崇紹

活動実施報告

日時 内容 留意事項
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